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 ご関係の皆様には大変お世話になっております。 

工事の現況などについてお知らせいたします。 

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

工事現況 
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工事予定 

トラス型支保工撤去完了しました！ 

 P12橋脚の躯体構築が完了した後に、『トラス型支保工』の解

体撤去を進め、10月8日に完了しました。この『トラス型支保

工』は鋼管矢板で囲んだ内側の水を抜いて、ドライな状態で作業

をするため、外側の水と土からかかる圧力で鋼管矢板が変形する

のを防いできました。10月10日には『５５０ｔ吊旋回式起重機

船』が入港し、防舷材（下記コラム参照）を橋脚に設置していま

す。防舷材設置完了後は橋脚を囲う鋼管矢板を水中切断して引抜

く作業に着手し、海上工事はいよいよ終盤を迎えます。 

 Ａ２橋台では引き続き深礎の掘削を進めており、１０月中に鉄

筋組立作業に着手し、１１月にはコンクリートを打設致します。 

 世界最高品質の橋脚・橋台を目指して今後も安全に施工を進め

て参ります。引き続き、航行船舶の安全確保と海の環境保全を最

優先に作業して参りますので、ご理解ご協力のほど宜しくお願い

申し上げます。 

今月の一品 

②P12橋脚躯体完成状況 ④トラス型支保工（１・２段）解体完了 

①防舷材設置状況（空撮） 

③トラス型支保工（１・２段）解体状況 

鋼管矢板を撤去する（10～11月）＝海上工事完了 

 2015年の7月の着工 

以来、小々汐だよりにて海

上工事の状況をお伝えして

参りましたが、トラス型支

保工の解体と、防舷材設置

が完了し、大きな作業は橋

脚を囲う鋼管矢板の撤去を

残すのみとなりました。

11月末には海上工事が完

了する予定です。 

Ｐ１２橋脚では橋脚を囲うように防

舷材を８組設置しております。防舷

材は船舶が接岸する際に衝撃を和ら

げるものですが、Ｐ１２橋脚で使用

しているものは重量13.5ｔ、高さ

５ｍ×幅５ｍほどのゴム製の巨大防

舷材です。万が一、貨物船がぶつ

かっても橋脚が耐えられるよう設計

されており、最高品質のコンクリー

ト橋脚を守ってくれます！ 
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　井筒内埋戻し工

鋼管矢板基礎工
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